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1) この用語は，聞知のとおり，ケイソズにとっては 広義の，すなわち. ]. 5 ミルはもちろん
のこと，マー ジャル，エッジワー スおよびヒ・グー をも包摂するような広い意味をもっ。















け離れた抽象的な理論の遊戯にふけっていたとか. J. S. ミルを一つの転機
としてイギリ見の古典経済学の俗流化 (politicaleconomy から econoffilcs
への転落)の過程から経済学の実践的性格を救い出したのはケイ Yズだ，ケイ









3) D. Dillard， The民間'm山 0/]. M. Ke)耐 'S，1948， p. 295，岡本肝弘訳rJ.Mヶインスの
経楠学」昭和29年， 319ペジ。


























4) 伊東光晴「ケイソズ "新l，c、経慣学 の託生一J(岩浪新書).昭和"年.50ベージ。
5) J. M. Keynes， The End of Laissez.faire (1926)， in bis Work， Essays 間 Pers即日開，
1931， p. .'12 


























を加えた最初旬体系ではなかったか。そして，このことは何よりもまず， G. E ム アがそして
またケインズがよく知っていた点ではあるまいか。 (Cf.，G. E. Moore， pr帥 ciPiaElhica， pp 









た観点とは， いうまでもなく， 主にアメリカの， いわゆる「新しい経済学」
N ew Economicsを標拐する一群の経済学者によって明確に定式化され，彼ら






























































































ろう。 こうした観点または方法は， 実のところ， 私によってケネーの『経済
表』の再構成において採用されたものと同じである。ケネーの『経済表』は，
ある意味で，幾何級数の思想壱その骨格の核心にひめている o こうした思想壱































































'1) A. Marshall， P削山tl針。'fEc岬 O附 C5.-8 ed.， 192CJo， p. 10，馬場啓之幼訳「マー ジヤル経済学
原理J(I)，昭和40年， 13ベー ジ。
8) J. :Marchal. Extansion et Recession， 1963，河野健二溝川喜一訳「現代の景質変動拡張
と後退 」昭和41牢， 7ベー ジ。



























9) F. Perroux， Les MacrodecIsions et la Theorie des Choix， in Neue Beitrage制 rWirt 











































































































































10) J. M. Keynes， A TrtJat~e on P1'obabihty， 1st ed.， 1921， Reprinted， 1962， pp. 307-309 
ケイソズ経済学研究序説 (389) 17 
輪郭のもとに一般的に提示されたのは，ベンサムの功利主義的倫理学において
であった。ケイ Y ズの直視するベンサム主義とは，始原的なものというよりは，























1) c:.れについては G.E ムー アの所説を参照せよ。 G.E. Moore， Princip~a Elhica， 1st ed.，. 





























12) J. M. Keynt">. ibid.， p. 307 






























るような臨界的な場合(さきの例では pA~qB の場合)には， それらは決意をす
る人にとって全く「無差別」阻む宜erentになるということを， 意味するとい
わねばならない。しかし，こうした場合，AがBよりもはるかに大きければ，






















る確率はqで表わされるだろう。 ところで， r神あり」に賭けた場合の数学的期待値は， 安xA
z∞であり， r神なしJの期待値は qxBで有限置である。 すなわち，無限と有限の遣いがあ
る。人聞は「押あり」の方に賭けるくきだとバスカルはし寸。(野田又央「パスカルJ(岩世新
書)，昭和28竿， 19~-93へ ジ書照)。ポ ル 日ワイヤノレの公準は，つまるところ，人間行動
の合理的選択の規準をばその数学的期待値に怯存せしめるとし、う，ベγ十ム主義のそれと，本質
的に同じもののように思われる。
ケインズ経済学研究停説 (393) 21 
ある。 たとえ， その「数学的期待値」が全く等しい二つの行動み針〔さきの例
では þA~qB) でも， それらの行動に伴われる危険の程度はちがっているだろ
う。そうし、う場合，決恵をする人にとって，二つの行動方針はミンサム主義の
説くように，イ νディファレントでありうるか。むしろ危険の多い行動をさけ，
危険の少ない行動を採るのではなかろうか。しかし，ある行動方針にともなわ
れる危険とはし、ったい何か。それを立ち入って調べなければならない。(未完〕
(付記〕 覚書としてごく控え目に述べられてし、るけれども，本稿の問題意識に近い，
わが国での唯一の文献とおぼしきものは，山田雄三教授のそれ(ケインズの「確率論』
についてー覚えがきー，ケインズ研究会編『経済学研究』昭和24年， 125-40ベ のである。
教授の論文の所在については，同志社大学経済学部の山下博氏の教示を得た。
(本稿は昭和41年度文部省機関研究|第2次世界大戦をはさむ戦前・戦後の世界
経済の構造変化に関Fる研究Jの一環である。)
